
近年地球温暖化によって、気候変動が

顕在化しています。特に南極は、地球

温暖化による影響を受けやすい地域

であるため、海洋‐海氷‐大気の物質

循環が大きく変化していると考えら

れています。大気微小粒子は、その化

学成分や粒径分布の変化を通して、最

終的に放射収支や気候変動の変化に

繋がっていく可能性があります。自然

由来物質からの超微小粒子の生成・

変質過程を明らかにすることを目的

として研究をしてきました。
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